
　
２
０
２
１
年
12
月
、
文
部
科
学
省
「
令
和
２
年
度
　

公
立
学
校
教
職
員
の
人
事
行
政
状
況
調
査
」
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
懲
戒
処
分
や
訓
告

等
を
受
け
た
公
立
学
校
の
教
職
員
数
は
、
４
１
０
０

人
（
＊
１
）。
処
分
者
数
が
最
も
多
い
事
由
は
「
交

通
違
反・交
通
事
故
」
で
２
１
３
２
人
、次
い
で
「
体

罰
」
が
３
９
３
人
で
し
た
。
処
分
の
い
ず
れ
の
事
由
で

も
、
20
年
度
の
処
分
者
数
は
前
年
度
か
ら
減
少
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
や
児
童
生
徒
と

の
接
触
が
減
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
懲
戒
処
分
の
種
別
で
は
、「
性
犯
罪
・
性
暴
力
等
」

に
よ
る
免
職
者
数
が
多
く
、厳
罰
を
も
っ
て
臨
ん
で

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す（
図
）。一
方
、生
徒
へ
の
暴

力
行
為
で
あ
る
「
体
罰
」
に
よ
る
免
職
者
数
は
１
人

で
、
処
分
の
多
く
は
訓
告
等
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
不
祥
事
の
中
で
も
、
防
止
策
が
よ
り
重
要
と
な
る

生
徒
に
対
す
る
事
案
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　
教
師
の
体
罰
は
、
学
校
教
育
法
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
保
護
者
に
よ
る
体
罰
も
、
20
年
４
月
施
行
の

「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」（
＊
２
）
で

禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者
は
子
へ
の
懲
戒

権
を
有
す
る
と
す
る
民
法
も
、
現
在
、
体
罰
の
禁
止

を
明
文
化
す
る
法
改
正
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
数
々
の
体
罰
事
案
に
対
応
し
て
き
た
経
験

か
ら
、「
生
徒
の
た
め
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、場
合
に

教職員の不祥事を未然に防ぐ

いかなる理由でも、「体罰は違法」であると周知徹底。

私用アカウントでの生徒とのやり取り、自家用車で
の生徒の同乗など、問題を誘発する要因を絶つ。

管理職は、教職員一人ひとりを丁寧に見取り、メン
タルヘルスに気を配る。

問題は、速やかに設置者に報告。当事者だけでなく、
関係者にも調査し、事実を明らかにする。

学校
危機管理
基 礎 講 座

教
職
員
の
不
祥
事

テーマ

学
校
で
起
こ
り
得
る
危
機
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
備
え
を
し
て
お
く
べ
き
か
。
事
故
や
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
ら
、

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
。学
校
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
研
究
す
る
坂
田
仰た

か
し

教
授
が
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。第
６
回
は
、教
職
員
の
不
祥
事
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

性
犯
罪
・
性
暴
力
等
は
厳
格
に
処
分

体
罰
の
大
半
は
訓
告
等

日本女子大学
教職教育開発センター
教授　坂田 仰

たかし

大阪府の公立高校に勤務後、東
京大学大学院法学政治学研究科
公法専攻博士課程単位取得退
学。1996 年、日本女子大学に
赴任。専門は、憲法学、公教育
制度論。2021 年９月に『新訂
第４版 図解・表解教育法規』（共
著、教育開発研究所） を出版。

解説者

＊１　公立の小学校、中学校、義務教育学校、高校、中等教育学校、特別支援学校の合計。図中の数値も同様。　＊２　同法では、18 歳に満たない者を児童とし、保護者
が行う暴力行為等を児童虐待と定義している。　

「
体
罰
は
違
法
」と
い
う
認
識
の
周
知
徹
底
と
、

性
犯
罪
を
誘
発
す
る
要
因
の
根
絶
を
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お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任

よ
っ
て
は
体
罰
は
や
む
を
得
な
い
」と
い
っ
た
意
識

が
、体
罰
を
生
む
主
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。高
校
で
は
部
活
動
で
体
罰
が

起
き
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、体
罰
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
暴
行
罪
や
傷
害
罪
に
匹
敵
し
ま
す
。

自
分
が
体
罰
を
し
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、全
教
師

が
そ
れ
を
認
識
し
、体
罰
を
許
さ
な
い
と
い
う
雰
囲

気
を
つ
く
る
こ
と
が
、体
罰
防
止
に
は
重
要
だ
と
考

え
ま
す
。

　
教
師
に
よ
る
性
犯
罪
・
性
暴
力
等
も
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
同
事
由
に
よ
る
懲
戒
処
分
等
の
人
数
は
、
18

年
度
に
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。
免
職
の
理
由
が

性
犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
隠
し
て
、
他
の
都
道
府
県
で

採
用
さ
れ
て
い
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
背
景
か
ら
、「
教
育
職
員
等
に
よ
る
児

童
生
徒
性
暴
力
等
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
が
、

21
年
６
月
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
刑
事
罰
の
対
象
と

な
ら
な
い
行
為
も
含
め
、
同
意
や
暴
行
、
脅
迫
等
の

有
無
を
問
わ
ず
、
教
職
員
等
の
児
童
生
徒
へ
の
性
暴

力
等
は
禁
止
と
し
て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
等
は
、
学

校
に
在
籍
す
る
幼
児
児
童
生
徒
と
、
18
歳
未
満
の
者

と
し
、18
歳
以
上
で
も
在
学
中
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、同
法
の
施
行
に
向
け
て
規
定
を
検
討
中
で
、

国
が
性
犯
罪
・
性
暴
力
等
で
免
職
と
な
っ
た
者
の
氏

名
と
処
分
理
由
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
40
年
間
管

理
す
る
こ
と
や
、
教
員
免
許
の
再
交
付
を
受
け
に
く

く
な
る
よ
う
に
厳
格
な
ル
ー
ル
を
設
け
る
こ
と
な
ど

の
再
発
防
止
策
が
講
じ
ら
れ
る
見
通
し
で
す
。

　
高
校
で
起
こ
る
性
犯
罪
・
性
暴
力
に
は
３
つ
の
特

徴
が
あ
り
、
そ
の
誘
発
要
因
を
な
く
す
こ
と
が
予
防

策
の
１
つ
に
な
り
ま
す
。
１
つ
め
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利

用
で
す
。
教
師
が
私
用
ア
カ
ウ
ン
ト
で
生
徒
と
や
り

取
り
し
、
学
校
外
で
会
っ
て
性
犯
罪
に
及
ぶ
事
例
が

増
え
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
は
21
年
４
月
、
教
職

員
と
児
童
生
徒
と
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
の
私
的
な
や
り

取
り
を
禁
止
す
る
通
知
を
出
し
ま
し
た
。

　
２
つ
め
は
部
活
動
で
す
。
と
も
に
過
ご
す
時
間
が

長
く
、
教
師
と
生
徒
の
距
離
が
近
く
な
り
や
す
い
た

め
、
適
切
な
距
離
を
保
つ
意
識
が
必
要
で
す
。

　
３
つ
め
は
、
自
家
用
車
の
利
用
で
す
。
学
校
と
駅

の
間
や
部
活
動
で
の
送
迎
が
、
性
犯
罪
に
発
展
す
る

ケ
ー
ス
で
す
。
生
徒
を
自
家
用
車
に
同
乗
さ
せ
る
こ

と
を
禁
止
す
る
学
校
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
例
外
を

認
め
ず
、
教
師
と
生
徒
が
２
人
き
り
に
な
ら
な
い
な

ど
、
ル
ー
ル
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
各
校
で
は
、
既
に
不
祥
事
防
止
に
関
す
る
教
員
研

修
を
実
施
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。一
度
き
り
で
は

な
く
、定
期
的
に
研
修
を
実
施
し
、注
意
を
促
す
こ

と
が
大
切
で
す
。ま
た
、部
活
動
指
導
員
な
ど
、教
師

以
外
に
生
徒
と
日
常
的
に
接
す
る
人
物
を
対
象
に
し

た
不
祥
事
防
止
の
研
修
も
検
討
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
管
理
職
は
、「
こ
の
先
生
は
大
丈
夫
」と
思
い
込
ま

ず
、
教
師
一
人
ひ
と
り
を
日
頃
か
ら
見
取
り
、
適
宜

面
談
を
行
う
こ
と
が
、
異
変
の
察
知
に
つ
な
が
る
と

考
え
ま
す
。
疑
わ
し
き
事
案
が
報
告
さ
れ
た
ら
、
本

人
だ
け
で
な
く
、
生
徒
や
同
僚
教
師
に
も
話
を
聞
い

て
、事
態
を
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
残
念
な
が
ら
不
祥
事
が
起
き
た
場
合
は
、
速
や
か

に
設
置
者
に
報
告
し
、
当
事
者
・
関
係
者
を
調
査
し

て
、
事
実
の
解
明
に
努
め
ま
す
。
そ
れ
が
、
事
態
の

深
刻
化
を
防
ぎ
、適
切
な
対
応
策
に
つ
な
が
り
ま
す
。

教
師
一
人
ひ
と
り
を
丁
寧
に
見
取
り
、

異
変
を
察
知
す
る
感
度
を
上
げ
る

図　 公立学校教職員の懲戒処分の状況（2018〜20年度）

注１）太字の数値は、懲戒処分の合計人数。　注２）性犯罪・性暴力等の（　）内の数値は、
児童生徒等に対する件数で内数。2019 年度調査から示された。なお、性犯罪・性暴力
等は、2019 年度調査まで「わいせつ行為」という用語が使用されていた。　
※文部科学省「公立学校教職員の人事行政状況調査について（概要）」（2019 年度、
2020 年度）を基に編集部で作成。
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